
公開講座  第 8 回国際平和・人権連続セミナー～平和の諸相を見る/立命館大学国際平和ミュージアム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：2013 年 4 月 23 日（火）15:00～18:00（14:30 開場） 

会 場：立命館大学国際平和ミュージアム 2 階会議室 

対 談：ヨハン・ガルトゥング博士（平和学者） 

     モンテ・カセム 国際平和ミュージアム館長 学校法人立命館 総長特別補佐 

通  訳：西村 文子氏 

司  会：山根 和代  立命館大学国際平和ミュージアム副館長 

使用言語：英語 日本語への通訳あり（逐次通訳） 

定  員：５０名 申し込み不要・先着順・聴講無料 

主  催：立命館大学国際平和ミュージアム 安斎科学･平和事務所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨハン・ガルトゥング                         モンテ・カセム 

※常設展示をご見学の場合は、以下の入館料が必要です。 

立命館で学ぶ人・働く人は無料です。 

大 人 400 円（350 円） 中・高生 300 円（250 円） 

小学生 200 円（150 円）（ ）内は 20 名以上の団体料金 

 
 

 
〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1 

℡075-465-8151 FAX:075-465-7899 

アジアの平和に向かって 

－東アジア共同体（EAC）の展望と平和研究の課題－ 

ヨハン・ガルトゥング博士とモンテ・カセム館長の対話 

次  第 

 挨拶 安斎育郎名誉館長 
 ガルトゥング博士によるレクチ

ャー（通訳含め 50 分） 
 カセム館長によるコメント 
（英語・日本語 30 分） 
 休憩 
 ガルトゥング博士とカセム館長

の対話・質疑応答（85 分） 

ヨハン・ガルトゥング博士（Johan Galtung 1930 年生）は、かねてから EU の経験を基礎に東アジア

における平和構想として東アジア共同体（EAC）の設立を提唱しています。そうした提案の基礎には氏の

平和学があります。東アジア全体が未だ冷戦構造の軛から脱出しえず、戦争の可能性さえ孕む危機的状況

にある現在だからこそ、改めて東アジア共同体形成の展望とそれに貢献しうる実践的な平和研究について、

モンテ・カセム館長（Monte Cassim 1947 年生）とともに語っていただきます。 


